





















































































3 制と青年学校の中等学校への一元化が提案されている凶 c~ワナメーカ一文書.D 。
③ 3月25日午前に行なわれた使節団と日本側委員との討論において、山際武利委員(東京
都西田国民学校長)が小学校六年と中学校三年の義務制を主張した。その際、団員が積極



















































































































































































h igher school (旧制高等学校)、 universitypre問 ratoryschool (旧制大学予科)、 college(旧
制専門学校)、 normalschool (師範学校)そして university(旧制大学)というふうに、かな































































































































































































は、 1月から 2月にかけて頻々と行なわれたとされるo かくして閣議において原案が確定した
のが3月7日である (1閣議決定案J)。なお、政府が新学制の昭和22年度実施を決定したのは、






























































































































































































































































































































































































「日本における高等教育の質を一般に改善するために、そして、大学 (uni versi t ies)の
場合には同時に研究 (research)の質を刺激してその向上を計るために、高等教育の連合会
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